
｢
呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送

中
外
估
具
錢
事｣

試
釈

關

尾

史

郎

は

じ

め

に

最
近
刊
行
さ
れ
た

『

長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡

竹
簡』

[

肆]
[

整
理
組

(

編)

二
〇
一
一]

(

以
下
、｢

本
書｣

と
略
記
し
、
こ
れ
か
ら
の
引
用

は

｢

肆
＋
簡
番
号｣

で
示
す
。
壱
〜
参
か
ら
の
引
用
も
同
じ)

に
は
、
五
六
二
一
枚
の
竹
簡
に
混
じ
り
、
五
枚
の
木
牘
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
木
牘
も
竹
簡
群
と
と
も
に
出
土
し
た
た
め
、
本
書
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
左
に
掲
げ
る

｢

呉
嘉
禾
六

(

二

三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣

(
一
七
六
三

(

一)

。
以
下
、｢

本
牘｣

と
略
記

(

１))

も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
都
市
史
唐
玉
叩
頭
死
罪
白
被
曹
勅
條
列
起
嘉
禾
六
年
正
月
一
日
訖
三
月
卅
日
吏
民
所

私
賣
買
生
口
者
收
責
估
錢
言
案
文
書
輒
部
會
郭
客
料
實
今
客
辭
男
子

唐
調
雷
逆
郡
吏
張
橋
各
私
買
生
口
合
三
人
直
錢
十
九
萬
收
中
外
估
具
錢
一
萬
九
千
謹

列
言
盡
力
部
客
收
責
送
調
等
錢
傳
送
詣
庫
復
言
玉
誠
惶
誠
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
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詣

金

曹

四

月

七

日

白

(

肆
一
七
六
三

(

一))

本
牘
が
狭
義
の
文
書
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
用
語
か
ら
し
て
疑
う
べ
く
も
な
い
が
、
文
書
と
し
て
の
内
容
や
形
式
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
そ
も
そ
も
な
に
ゆ
え
に
竹
簡
群
と
と
も
に
出
土
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
牘
の
性
格
や
機
能
を
考
え
る
上

で
も
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
最
初
に
本
牘
の
出
土
状
況
を
検
討
し
た
上
で
、
内
容
と
形
式
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
成
果
に
学
び
な
が
ら

分
析
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い

(

２)

。

一

出
土
状
況

伴
出
竹
簡
と
の
関
連
性

竹
簡

[

肆]

に
は
、
出
土
時
点
で
塊
状

(�它)
に
な
っ
て
い
た
二
六
の
簡
牘
群
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が

(

３)

、
本
牘
を
含
む
Ⅰ
ｃ
１
①
と

い
う
塊
は
、
一
七
一
九
か
ら
本
牘
ま
で
の
合
計
四
六
枚
か
ら
構
成
さ
れ
、
本
牘
は
十
数
層
に
重
ね
ら
れ
た
竹
簡
群
の
最
下
層
に
置
か
れ

て
い
た

[

整
理
組

(

編)

二
〇
一
一：

七
七
二
頁]

。
ま
た
そ
の
直
上
に
は
、
一
七
五
八
か
ら
一
七
六
三
ま
で
の
六
枚
の
竹
簡
が
横
一
列
に

並
ん
で
い
た
。

四
六
枚
の
う
ち
、
三
七
枚

(

一
七
一
九
〜
一
七
五
七
の
う
ち
、
一
七
二
三
と
一
七
五
六
を
除
く)

は
名
籍
簡
、
一
枚

(

一
七
二
三)

は
賦
税

納
入
簡
で
あ
る

(

一
七
五
六
は
不
詳

(

４))

。
こ
の
う
ち
名
籍
簡
は
戸
主

(

戸
人)

簡
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
全
て
陽
貴
里
の
も
の
だ
っ
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た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
い
ず
れ
も
本
牘
と
は
直
接
の
関
連
を
有
し
て
い
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
牘
の

直
上
に
接
し
て
い
た
一
七
五
八
以
下
の
六
枚
は
、
内
容
上
、
本
牘
と
の
深
い
関
わ
り
が
予
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
発
表
さ
れ
て
い
る

釈
文
を
掲
げ
て
お
く
。

イ
／□
市
吏
唐
正
謹
列
起
嘉
禾
六
年
正
月
訖
三
月
卅
日
受
吏
民
賣
買
生
口
…
…

(

肆
一
七
五
八)

ウ
／□
士
文
錢
賣
女
生
口
昜�
錢
四
萬
嘉
禾
六
年
正
月
廿
□
日
貸
？
男
子
唐
調
收
中
外

(

肆
一
七
五
九)

エ
做
具
錢
八
千

(

肆
一
七
六
〇)

オ
大
女
依
汝
賣
女
生
口
葉�
錢
六
萬
嘉
禾
六
年
正
月
廿
日
貸
男
子��
收
中
外
做

(

肆
一
七
六
一)

カ
具
錢
九
？
千

(

肆
一
七
六
二)

キ
大
女
劉
佃
賣
男
生
口
得�
錢
五
萬
嘉
禾
六
年
三
月
廿
八
日
□
縣
吏
□
□
收
中
外
做

(

肆
一
七
六
三)

ウ
の
唐
調
の
名
が
、
本
牘
に
も
見
え
て
い
る
ほ
か
、
写
真
か
ら
イ
の

｢

市
吏
唐
正｣

は

｢

市
史
唐
玉｣

と
、
ま
た
オ
の

｢��｣

は

｢

雷
逆｣

と
そ
れ
ぞ
れ
釈
読
で
き
る
が
、
唐
玉
も
雷
逆
も
本
牘
に
見
え
て
い
る

(

５)

。
さ
ら
に
本
牘
の

｢

中
外
估
具
錢｣

は
、
二
枚
の
竹
簡

に
跨
が
っ
て
記
さ
れ
て
い
る

｢

中
外
做
具
錢｣

に
相
当
す
る
し

(｢

估｣

と

｢

做｣

は
音
通
で
あ
ろ
う)

、
本
牘
と
イ
の

｢

起
嘉
禾
六
年
正

月

(

一
日)

訖
三
月
卅
日｣

は
同
じ
期
間
を
示
し
て
お
り
、
ウ
・
オ
・
キ
三
枚
の
年
月
日
も
こ
の
期
間
内
に
収
斂
す
る

(

６)

。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ウ
・
オ
・
キ
の
三
枚
が
同
じ
様
式
に
則
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

｢

中
外
做
具
錢｣

を
根
拠
に
す
れ
ば
、

エ
・
カ
が
こ
れ
に
接
続
す
る
こ
と
、
こ
の
二
点
は
一
見
し
た
だ
け
で
了
解
さ
れ
る
。
エ
は
ウ
に
接
続
し
、
カ
は
オ
な
い
し
は
キ
と
接
続

す
る
の
だ
ろ
う

(

７)

。
こ
の
う
ち
オ
を
試
釈
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

｢

呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣

試
釈
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女
丁

(

大
女)

の
依
汝
は
、
婢

(

女
生
口)

の
葉
を
売
っ
た
。
そ
の
値
は
六
万
銭
だ
っ
た
。
嘉
禾
六
年
正
月
二
〇
日
、
男
丁

(

男
子)

の
雷
逆
に
貸も
と

め
て
、
中
外
做
具
銭
□
千
を
徴
収
し
た
。

要
す
る
に
奴
婢
売
買
に
関
わ
る
記
録
な
の
だ
が

(

８)

、
そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
年
齢
や
身
長
な
ど
奴
婢
自
身
に
関
す
る
情
報

で
は
な
く
、
売
買
の
当
事
者

(

売
り
手
が
依
汝
だ
が
、
雷
逆
が
買
い
手
だ
っ
た
こ
と
は
本
牘
か
ら
明
ら
か
だ
ろ
う)

と
価
格

(

六
万
銭)

、
そ
し

て
中
外
做
具
銭
の
額

(
□
千)

と
そ
の
徴
収
年
月
日
で
あ
り
、
奴
婢
自
身
に
関
し
て
は
か
ろ
う
じ
て
性
別
と
名
が
わ
か
る
程
度
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
奴
婢
自
身
や
そ
の
所
有
権
の
移
動
自
体
に
関
す
る
記
録
で
は
な
く
、
所
有
権
移
動
の
も
と
と
な
っ
た
売
買
に
と
も
な
う
、

お
そ
ら
く
は
価
格
に
応
じ
た
中
外
做
具
銭
の
徴
収
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
の
が
、
こ
れ
ら
の
竹
簡
の
主
た
る
役
割
だ
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
イ
も
含
め
、
こ
れ
ら
六
枚
の
竹
簡
に
は
上
下
二
か
所
に
編
綴
痕
が
確
認
で
き
る
の
で

(

９)

、
廃
棄
さ
れ
る
ま
で
編
綴
さ
れ

て
保
管
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
う
ち
イ
が
表
題
簡
だ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
文
面
か
ら
疑
う
余
地
が
な
い
。
そ
れ
で
は
、
本

牘
は
い
か
な
る
役
割
を
負
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

長
沙
呉
簡
の
中
に
、
州
吏
や
軍
吏
な
ど
の
家
族
の
状
況
を
記
し
た
竹
簡
が
あ
り
、
そ
の
本
文
を
構
成
す
る
簡

(

以
下
、｢

本
文
簡｣)

を

は
じ
め
、｢

謹
列｣

の
二
字
を
含
む
表
題
簡
や

｢

集
凡｣
か
ら
始
ま
る
集
計
簡
な
ど
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る

[

關
尾
二
〇
〇
六]

。

勧
農
掾
に
よ
る
調
査
結
果
が
郷
ご
と
に
ま
と
め
て
編
綴
さ
れ
て
県
に
当
た
る
臨
湘
侯
国
に
上
達
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
漢
代
の
簿
籍
の
よ

う
な

(�)

、
送
り
状
に
相
当
す
る
簡
が
附
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
内
容
的
に
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
木
牘
が
三
枚
ほ
ど
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
詳
細
は
王
素
氏
の
研
究

[

王
二
〇
〇
九]

に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
に
は
そ
の
中
の
一
枚
を
掲
げ
て
お
こ
う

(�)
。
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ク

東
郷
勸
農
掾
殷
連
被
書
條
列
州
吏
父
兄
人
名
年
紀
為
簿
輒
料
核
郷
界
州
吏
三
人
父

兄
二
人
刑
踵
叛
走
以
下
戸
民
自
代
謹
列
年
紀
以
審
實
無
有
遺
脱
若
有
他
官
所
覺
連

自
坐
嘉マ
マ

四
年
八
月
廿
六
日
破�別
保
據

(

Ｊ
二
二
―
二
五
四
三)

い
ず
れ
も
頭
頂
部
に
勘
合
の
記
号
を
有
し

(｢�
｣

で
示
し
た)

、
か
つ

｢

破�別(
保
據)｣

と
い
う
文
言
で
本
文
が
結
ば
れ
て
い
る
が

(�)

、

そ
の
反
面
、｢

敢
言
之｣
と
か

｢

白｣

と
い
っ
た
動
詞
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
上
行
文
書
と
は
認
め
が
た
い
。
高
村
武
幸
氏
は
、
こ
れ

を

｢

帳
簿
内
容
の
保
証
証
書

(

割
符)｣

で
、｢

送
り
状｣

の
機
能
を
兼
備
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る

[

高
村
二
〇
〇
四]

。
そ
れ
で
は
、

本
牘
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ク
か
ら
類
推
す
る
と
、
や
は
り
本
牘
も
、
表
題
簡
イ
と
本
文
簡
ウ
〜
キ
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
冊
書
の
送
り

状
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
写
真
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
竹
簡
よ
り
も
や
や
長
い
よ
う
だ
が
、
竹
簡

と
同
じ
よ
う
に
上
下
二
か
所
に
編
綴
痕
が
認
め
ら
れ
る
の
で

(�)
、
竹
簡
と
と
も
に
編
綴
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
竹

簡
と
あ
わ
せ
て
、
都
市
史
の
唐
玉
か
ら
臨
湘
侯
国
の
金
曹

(

掾)

に
宛
て
て
送
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

(�)

。
た
だ
し
単
な
る
送
り
状
で
あ

れ
ば
、
送
達
す
る
旨
を
記
せ
ば
充
分
だ
っ
た
わ
け
で
、
本
文
簡
の
内
容
を
丁
寧
に
要
約
し
て
繰
り
返
す
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
牘
は
、
報
告
書
と
し
て
の
意
味
も
帯
び
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ク
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
が
、
あ
え
て
本
文

と
同
じ
竹
簡
を
用
い
ず
に
、
木
牘
を
使
用
し
た
の
は
、
送
達
後
、
必
要
に
応
じ
て
こ
の
部
分
だ
け
を
切
り
離
し
、
文
書
と
し
て
転
用
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
さ
せ
る

(�)
。

以
上
本
節
で
は
、
本
牘
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
、
伴
出
竹
簡
と
の
関
連
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
で
は
Ⅰ
ｃ
１
①
の
塊
を
構

成
し
て
い
る
他
の
竹
簡
、
と
り
わ
け
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
名
籍
簡
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
な
お
残
っ

｢

呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣

試
釈
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て
い
る
が
、
そ
の
前
に
、
本
牘
自
体
の
検
討
に
進
み
た
い
。

二

内

容

最
初
に
本
牘
の
試
釈
を
掲
げ
て
お
く
。

都
市
史
の
唐
玉
が
恐
れ
な
が
ら
申

(

白)

し
上
げ
ま
す
。
曹
か
ら
の
命
令

(

勅)

を
受
け
、
嘉
禾
六
年
正
月
一
日
か
ら
三
月
三
〇

日
ま
で
の
間
、
吏
・
民
で
私
的
に
奴
婢

(

生
口)

を
売
買
し
た
者
か
ら
回
収
し
た
估
銭
を
列
記
し
て
言
上
致
し
ま
す
。
文
書
を
調

べ
、
急
ぎ
部
会
？
の
郭
客
に
真
実
を
調
査
さ
せ
ま
し
た
。
今
、
客
が
申
す
に
は
、
丁
男

(

男
子)

の
唐
調
・
雷
逆
、
郡
吏
の
張
橋

が
各
々
私
的
に
奴
婢

(

生
口)
を
買
い
、
三
人
合
わ
せ
て
そ
の
価
格
は
一
九
万
銭
で
し
た
の
で
、
中
外
估
具
銭
一
万
九
千
を
徴
収

し
ま
し
た
、
と
。
謹
ん
で
全
力
を
尽
く
し
た
こ
と
を
言
上
致
し
ま
す
。
部
下
？
の
客
が
調
等
の
銭
を
回
収
し
て
送
っ
て
来
た
の
で
、

駅
伝
に
よ
り
送
っ
て
庫
に
届
け
ま
す
。
再
度
言
上
致
し
ま
す
。
玉
が
恐
れ
な
が
ら
、
金
曹
に
宛
て
て
、
四
月
七
日
に
申

(

白)

し

上
げ
ま
す
。

本
牘
が
、
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
七
日
に
、
都
市
史
の
唐
玉
か
ら
金
曹

(

掾)

に
宛
て
て
出
さ
れ
た
上
行
文
書
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
初
と
最
後
、
二
か
所
に

｢

白｣
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

文
中
、
男
子
の
唐
調
と
雷
逆
は
そ
れ
ぞ
れ
ウ
・
オ
に
見
え
て
い
る
。
張
橋
は
キ
の
県
吏
某
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
牘

で
は
郡
吏
と
な
っ
て
お
り
、
矛
盾
す
る
。
た
だ
こ
の
期
間
に
行
わ
れ
た
奴
婢
の
私
的
売
買
は
三
件
だ
け
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
郡
吏
張

橋
と
県
吏
某
を
同
一
人
と
見
る
ほ
か
な
い

(�)
。
そ
れ
で
は
、
奴
婢
の
買
い
手
で
あ
る
彼
ら
が
納
入
し
た
中
外
估
具
銭
と
は
ど
の
よ
う
な
も

東

洋

学

報

第
九
十
五
巻

38

三
八



の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

中
外
估
具
銭
の
う
ち
、｢

具
銭｣

に
つ
い
て
は
、
于
振
波
氏
が
二
枚
の
竹
簡
を
紹
介
し
て
い
る
。

ケ
出
具
錢
八
萬
一
千
爲
行
錢
八
萬
五
千
二
百
九
十
五
錢
市
嘉
禾
二
年
調
布
嘉
禾
三
年
正
月
卅

(

壱
五
三
五
九)

コ
出
具
錢
三
萬
爲
行
錢
三
萬
一
千
一
百
九
十
四
錢
市
嘉
禾
二
年
調
布
嘉
禾
三
年
正
月
卅

(

壱
五
三
七
九)

于
氏
は
、｢

行
銭｣
の

｢
行｣

字
を
粗
悪
・
濫
悪
の
意
味
に
と
り
、｢

具｣

字
を
そ
の
反
対
に
完
備
・
完
全
の
意
と
し
て
、
こ
の
二
枚
を

粗
悪
銭
と
優
良
銭
と
の
換
算
率
を
示
す
も
の
と
解
釈
し
た

[

于
二
〇
〇
六

(

于
二
〇
〇
四)]

。
換
算
率
が
微
妙
に
異
な
る
が
、
于
氏
が
ふ

れ
て
い
な
い
左
の
二
枚
も
参
考
に
な
ろ
う
。

サ
／□
具
錢
廿
萬
一
千
七
百
十
七
錢
爲
行
錢
卅
五
萬
四
千
九
百
□
／□

(

参
六
七
五
一)

シ
出
行
錢
四
萬
二
千
五
百
八
十
九
錢
爲
具
錢
三
萬
七
千
三
百
…
…
／□

(

参
七
四
三
五)

と
す
る
と
、｢

具｣

は
税
種
を
示
す
の
で
は
な
く
、
銭
貨
の
品
質
を
示
す
文
字
で
あ
り
、
中
外
估
銭
が
税
種
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

じ
じ
つ
、
こ
の
よ
う
な
税
種
＋

｢

具
銭｣

と
い
う
表
記
は
他
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る

(�)
。

ス
／□
□
□
合
租
具
錢
七
萬
五
百
收
□
□
□
□
萬
三
千
四
百�
／□

(

壱
四
四
三
五)

セ

廿
四
萬
四
千
八
百
二
年
市
具
錢

／□

(

壱
六
〇
三
〇)

ソ
／□
□
□
牛
賈
？
具
錢
二
萬
□
千
六
百

(

参
七
三
四
五)

タ
入
廣
成
郷
皮
具
錢
三
萬
三
千
五
百
七
十
二
錢

(

参
七
四
二
八)

チ
縣
元
年
領
地�
具
錢�
八
萬
七
千
收
佰
六
萬
八
千
二
百
九
十
四
錢
與
本
通
合�

(

番
号
不
詳)

｢

呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣
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ツ
縣
元
年
領
大
女
劉
綺
臧
具
錢
二
萬
四
千
收
佰
錢
四
千
二
百
卅
五

(

番
号
不
詳)

こ
の
う
ち
、
ソ
の
賈
具
銭
と
チ
の
地�
具
銭
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賈
行
銭

(

参
七
三
四
四)

、
地�
行
銭

(

参
七
四
二
九)

と
い
う

表
現
も
あ
る
の
で
、
銭
納
の
税
種
に
つ
い
て
は
、
単
に
税
額
だ
け
で
は
な
く
、
銭
貨
の
品
質
も
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
こ
の
う
ち
最
も
頻
出
す
る
の
は
地�
銭
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
宋
超
氏
が
い
ち
早
く
注
目
し
、
臨
湘
県
の
城

外
に
拡
が
る
丘
で
は
な
く
、
城
内

(

邑
下)

に
居
住
し
て
商
業
経
営
活
動
に
従
事
す
る
吏
・
民
が
、
そ
の
活
動
用
に
土
地
と
家
屋
を
賃

租
し
た
た
め
に
、
一
律
に
月
額
五
〇
〇
銭
を
納
入
し
た
も
の
と
解
し
た

[

宋
二
〇
〇
四

(

宋
二
〇
一
二)]

。
そ
の
納
入
の
督
促
に
は
市
吏

が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

(�)
、
宋
氏
の
理
解
は
お
お
む
ね
妥
当
と
思
わ
れ
る

(�)

。

本
牘
の
中
外
估
銭
が
私
的
な
奴
婢
売
買
を
対
象
に
賦
課
さ
れ
た
税
負
担
で
あ
る
こ
と
は
、
本
牘
や
ウ
・
オ
・
キ
な
ど
か
ら
明
ら
か
だ

が
、
都
市
史
が
そ
の
徴
収
を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
市
吏
が
関
与
し
て
い
る
地�
銭
と
税
種
と
し
て
は
近
縁
関
係
に
あ
っ
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
中
外
估
銭
の
さ
ら
な
る
理
解
に
つ
い
て
は
、『

隋
書』

巻
二
四
食
貨
志
の
記
事
が
有
力
な
手
が
か
り

を
与
え
て
く
れ
る

(�)
。

テ
晉
自�
江
、
凡
貨
賣
奴
婢
・
馬
牛
・
田
宅
、
有
文
劵
。�
錢
一
萬
、�
估
四
百
入
官
。
賣�
三
百
、
買�
一
百
。
無
文
劵�
、
隨

物�
堪
、
亦
百
分
收
四
。
名
爲
散
估
。�
宋
・
齊
・
梁
・
陳
、
如
此
、
以
爲
常

(

晋
、
江
を
過わ
た

り
て
よ
り
、
凡
そ
奴
婢
・
馬
牛
・
田
宅

を
貨
売
す
る
に
文
券
有
り
。
率
ね
銭
一
万
に
、
估
四
百
を
輸お
く

り
て
官
に
入
る
。
売
る
者
は
三
百
、
買
う
者
は
一
百
な
り
。
文
券
な
き
者
は
、
物
の

堪
え
る
所
に
随
い
、
亦
た
百
分
し
て
四
を
収
む
。
名
づ
け
て
散
估
と
為
す
。
宋
・
斉
・
梁
・
陳
を
歴へ

る
に
、
此か
く

の
如
く
し
て
、
以
て
常
と
為
す)

。
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東
晋
か
ら
南
朝
に
か
け
て
の
時
期
、
江
南
地
方
で
は
、
奴
婢
を
は
じ
め
馬
牛
や
田
宅
な
ど
を
売
買
す
る
場
合
に
は
券
契

(

文
券)

を

作
成
し
、
売
買
価
格
一
万
銭
に
つ
き
銭
四
百
、
つ
ま
り
四
％
を
官
に
納
入
す
る
こ
と
、
そ
の
場
合
、
売
り
手
が
三
百
、
買
い
手
が
百
と

い
う
三
対
一
の
割
合
で
負
担
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が

｢

估｣

と
呼
ば
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
こ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
。
券
契
は
、
売

買
価
格
を
把
握
す
る
た
め
の
証
拠
物
件
と
し
て
必
要
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
牘
に
見
え
る
中
外
估
銭
が
こ
の

｢

估｣

の
先
駆
的

な
税
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
よ
う
。
既
に
江
南
で
は
、
呉
の
時
代
か
ら
奴
婢
売
買
に
は
中
外
估
銭
と
呼
ば
れ
る
税
負

担
が
課
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

(�)
。
た
だ
価
格
に
対
す
る
そ
の
比
率
は
本
牘
か
ら
判
断
す
る
限
り
で
は
、
一
割
と
い
う
高
率
で
あ
っ
た
。

ウ
〜
キ
に
よ
る
と
、
さ
ら
に
高
率
だ
っ
た
可
能
性
さ
え
考
え
ら
れ
る

(�)
。
し
か
も
こ
れ
を
官
に
納
め
る
の
は
売
り
手
で
は
な
く
、
買
い
手

の
ほ
う
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
買
い
手
が
納
入
の
責
任
を
負
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
ウ
・
オ
・
キ
か
ら
わ
か
る
。

ま
た
呉
か
ら
東
晋
・
南
朝
を
通
じ
て
、
同
じ
よ
う
な
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
奴
婢
の
私
的
な
売
買
が
一
貫
し

て
広
く

(

少
な
く
と
も
、
馬
牛
や
田
宅
と
同
じ
程
度
に
は)

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

(�)
。
実
際
に
ウ
・
オ
・
キ
の
三
件
の
売
買
で

は
、
売
り
手
と
買
い
手
の
計
六
名
の
う
ち
、
男
丁

(
男
子
、
と
も
に
買
い
手)

と
女
丁

(

大
女
、
と
も
に
売
り
手)

が
各
二
名
、
士

(�)
(

売
り

手)

と
県
吏

(

本
牘
で
は
郡
吏
、
買
い
手)

が
各
一
名
で
、
一
般
の
民
戸
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
彼
ら
が
奴
婢
を
所
有
し
て
い
た
の
で

あ
る

(�)

。
と
こ
ろ
で
、
私
奴
婢
は

｢

戸
下
奴｣

・｢

戸
下
婢｣

と
し
て
、
そ
の
所
有
者
の
名
籍
に
附
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
吏
・
民
に
所
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
竹
簡

[

肆]

か
ら
例
示
し
て
お
く
。

ト
／□
□
戸
下
奴
□
年
十
二

(

肆
四
四
六
四)

｢

呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣
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ナ

和
戸
下
奴
西
奴
年
十
五

(

肆
四
四
七
九)

ニ

□
家
口
食
九
人

戸
下
婢
有
年
廿
五

(

肆
五
七
〇)

ヌ

戸
下
婢
房
年
卅

(

肆
五
八
一)

ネ

泰
戸
下
婢
好
年
十
二

(

肆
四
四
四
七)

鈴
木
直
美
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
奴
婢
の
名
籍
へ
の
登
記
は
秦
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
登
記
の
理
由
は
奴
婢
の

｢

算
事｣

を
そ
の
所
有

者
に
負
担
さ
せ
る
た
め
だ
っ
た
と
し
て
い
る

[

鈴
木
二
〇
〇
二

(

鈴
木
二
〇
一
二

(�))]

。
呉
の
時
代
、
奴
婢
は
引
き
続
き
そ
の
所
有
者
の
名

籍
に
附
載
さ
れ
る
と
同
時
に
、
財
産
と
し
て
売
買
さ
れ
、
そ
の
価
格
が
官
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
価
格
に
応
じ
て
中
外
估
銭
が
売
買
の

当
事
者
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ウ
・
オ
・
キ
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
奴
婢
の
価
格
は
、
奴
と
婢
と
を
問
わ
ず
、
具
銭
で
四
〜
六
万
銭
で
あ
っ
た
。
後
漢
時
代
に
、

奴
婢
の
評
価
額
が
一
人
当
た
り
平
均
四
万
銭
と
い
う
例
が
あ
り

(�)
、
ほ
か
な
ら
ぬ
長
沙
呉
簡
の
中
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

ノ

領
郎
中
王
毅
所
買
生
口
賈
錢
二
萬
七
千
三
百
六
十
五
錢

(

肆
一
二
一
三)

ハ

領
督
軍
糧
都
尉
陳
□
所
買
生
口
賈
錢
四
萬
五
百
九
十

(

肆
一
二
一
六)

ノ
は
や
や
低
額
だ
が
、
ハ
は
ウ
と
キ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
妥
当
な
額
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
嘉
禾
五

(

二
三

六)

年
の
吏
民
田
家�別
に
よ
る
と
、
熟
田
に
賦
課
さ
れ
る
銭
は
畝
当
た
り
八
〇
銭
な
の
で
、
奴
婢
の
価
格
は
、
お
お
よ
そ
熟
田
五
〜
七

頃
分
の
銭
と
同
額
と
な
る

(�)
。
ま
た
戸
品
出
銭
簡
に
見
え
て
い
る
銭
の
納
入
額
は
、
上
品
の
戸
で
一
万
二
千
〜
一
万
三
千
銭
な
の
で

[

安

部
二
〇
一
一]

、
奴
婢
の
価
格
は
そ
の
四
〜
五
倍
程
度
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
税
負
担
と
比
較
す
れ
ば
、
奴
婢
の
価
格
が
け
っ
し
て
低
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額
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

三

形

式

さ
て
本
牘
は
、
都
市
史
の
唐
玉
か
ら
金
曹

(

掾)

に
宛
て
ら
れ
た
上
行
文
書
だ
が
、
嚴
耕
望
氏
に
よ
る
と
、
宛
先
と
な
っ
た
金
曹
は

漢
代
、
列
曹
の
一
つ
で
銭
布
・
銅
鉄
や
市
租
な
ど
を
担
当
し
、
掾
・
史
が
配
さ
れ
て
い
た

[

嚴
一
九
六
一]

。
呉
が
こ
れ
を
踏
襲
し
た
こ

と
は
疑
い
な
い

(�)
。
ま
た
都
市
史
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
嚴
氏
に
よ
れ
ば
、
漢
代

(

都)

市
掾
や
市
吏
な
ど
が
諸
史
料
に
見
え
て
い
て
、

市
籍
や
物
価
の
ほ
か
、
市
の
治
安
維
持
も
職
掌
と
し
て
い
た
。
呉
の
都
市
史
や
市
吏
は
彼
ら
の
職
掌
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う

(�)

。

す
な
わ
ち
私
奴
婢
の
売
買
の
掌
握
と
売
買
に
対
す
る
中
外
估
銭
の
徴
収
は
都
市
史
の
職
務
で
あ
り
、
徴
収
さ
れ
た
中
外
估
銭
は
金
曹
の

管
理
下
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
都
市
史
と
金
曹
と
の
関
係
は
、
前
者
が
後
者
の
外
局
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

(�)

。

ま
た
本
牘
に
よ
れ
ば
、
徴
収
さ
れ
た
中
外
估
銭
自
体
は
、
都
市
史
か
ら
直
接
臨
湘
侯
国
の
庫
に
送
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
吏
・

民
が
納
入
し
た
そ
の
他
の
銭
・
物
と
と
も
に
庫
に
収
納
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
牘
は
送
り
状
で
あ
る
と
同
時
に
、
金
曹
か
ら
中
外
估

銭
の
徴
収
を
指
示
す
る
勅
を
受
け
た
都
市
史
が
、
そ
の
指
示
を
忠
実
に
果
た
し
終
え
た
こ
と
を
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
と
と
も
に
金
曹
掾

に
対
し
て
報
告
し
た
報
告
書
だ
っ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
感
得
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
牘
が
狭
義
の
文
書
、
そ
れ
も
上
行
文
書
と
判
断
さ
れ
る
根
拠
は
二
か
所
に
記
さ
れ
た

｢

白｣

字
で
あ
る
が
、
高
村
武

幸
氏
は
、
こ
の
文
字
が
本
来
は
私
的
な
書
信
に
用
い
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

[

高
村
二
〇
〇
九]

。
漢
代
、
公
的
な

上
行
文
書
に
は

｢

敢
言
之｣

の
三
字
が
常
用
さ
れ
て
い
た
。
呉
簡
の
中
に
も
、
こ
の
三
字
が
用
い
ら
れ
た
上
行
文
書
を
見
い
出
す
こ
と

｢

呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣

試
釈
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が
で
き
る
。

ヒ
／□
禾
元
年
九
月
乙
丑
朔
廿
日
甲
戌
臨
湘
侯
相
靖
丞
祁
叩
頭
死
罪
敢
言
之

(

壱
四
三
九
六
正)

／□

掾

石

彭

(

壱
四
三
九
六
背)

府
前
言
絞
促
市
吏
□
書
收
責
地�
錢
有
人
言
靖
叩
頭
叩
頭
死
罪
死
罪
案
文
書
輒
絞
促
□

(

壱
四
三
九
七)

絞
促
後
吏
李
珠
隨
月
收
責
有
人
復
言
靖
誠
惶
誠
恐
叩
頭
死
罪
死
罪
敢
言
□

(

壱
四
三
九
八)

こ
の
三
枚
は
、
内
容
的
に
関
連
し
て
お
り
、
写
真
か
ら
編
綴
痕
も
確
認
で
き
る
の
で
、
冊
書
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(�)

。

お
そ
ら
く
左
の
よ
う
な
地�
銭
の
納
入
者
を
列
記
し
た
本
文
簡
の
最
後
に
付
さ
れ
た
送
り
状
で
あ
ろ
う
。

フ
郡
士
馬
伯�
錢
月
五
百

郡
士
朱
主�
錢
月
五
百

郡
士
王
徹�
錢
月
五
百

(

壱
四
三
九
〇)

ヘ
大
男
榮
闊�
錢
月
五
百

大
男
史
侯�
錢
月
五
百

大
男
趙
阿�
錢
月
五
百

(

壱
四
四
〇
一)

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
冊
書
が
、
臨
湘
侯
相
の
某
靖
と
丞
の
某
祁
を
連
名
で
発
信
者
と
す
る
上
行
文
書
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
と
な
る
と
、
宛
先
は
長
沙
郡
府
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
県

(

臨
湘
侯
国)

と
郡
と
い
う
異
な
っ
た
官
府
間
で
交
わ
さ

れ
た
文
書

(

正
確
に
は
そ
の
写
し
か)

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
そ
れ
に
対
し
て
本
牘
は
、
冒
頭
の

｢

叩
頭
死
罪｣

や
文
末
の

｢

誠
惶
誠

恐
叩
頭
死
罪
死
罪｣

と
い
っ
た
文
言
に
ヒ
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
臨
湘
侯
国
の
官
府
内
で
機
能
し
た
上
行

文
書
で
あ
っ
た
。
呉
簡
中
に
は
、
本
牘
の
よ
う
に
、｢

白｣

を
用
い
た
上
行
文
書

(

以
下
、｢

白
文
書｣

と
略
記)

が
何
点
か
確
認
で
き
る
。

代
表
的
な
も
の
を
掲
げ
て
み
る

(�)
。

ホ
模
郷
大
男
謝
牒
新
戸
中
品
出
錢
九
千
臨
湘
侯
相

嘉
禾
五
年
十
二
月
十
八
日
模
郷
典
田
掾
烝
若
白

(

肆
一
三
八
五)
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マ
模
郷
大
男
烝
忠
新
戸
下
品
出
錢
五
千
五
百
九
十
四
錢
臨
湘
侯
相

嘉
禾
五
年
十
二
月
十
八
日
模
郷
典
田
掾
烝
若
白

(

肆
一
三
九
四)

ミ
南
郷
勸
農
掾
番�宛
叩
頭
死
罪
白
被
曹
勅
發
遣
吏
陳
晶
所
舉
私
學
番

倚
詣
廷
言
案
文
書
倚
一
名
文
文
父
廣
奏
辭
本
郷
正
戸
民
不
爲
遺
脱
輒

操
黄
簿
審
實
不
應
爲
私
學
乞
曹
列
言
府�宛
誠
惶
誠
恐
叩
頭
死
罪

死
罪

詣

功

曹

十
二
月
十
五
日
庚
午
白

(

Ｊ
二
二
―
二
六
九
五)

ム
州
中
倉
吏
郭
勲
馬
欽
張
曼
周
棟
起

十
月
十
一
日
訖
十
三
日
受
五
年
租
税
襍

限
米
合
七
百
五
十
九
斛
二
斗
五
升

其
七
百
一
十
五
斛
七
斗
五
升
五
年
税
米

其
五
斛
五
年
租
米

其
卅
二
斛
五
年
佃
帥
限
米

其
六
斛
五
斗
五
年
吏
帥
客
限
米

十
月
十
三
日
倉
吏
潘
慮
白

(

番
号
不
詳)

メ
君
教

丞

｢

紀｣

如
掾
録
事
掾

潘

｢�宛｣
典
田
掾
烝

｢

若｣

校

主
記
史
栂

(

梅)
｢

綜｣

省

嘉
禾
五
年
三
月
六
日
白

四
年
田
頃
畝
收
米
斛
數�

(

番
号
不
詳)

こ
の
う
ち
、
ホ
・
マ
は
戸
品
出
銭
簡
と
呼
ば
れ
る
竹
簡
で

(�)
、
郷
担
当
の
典
田
掾
か
ら
臨
湘
侯
相
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
、
ミ
は
郷
担
当

の
勧
農
掾
か
ら
臨
湘
侯
国
の
功
曹

(

史)

に
宛
て
ら
れ
た
も
の

(�)
、
ム
は
倉
吏

(
倉
曹
掾)

か
ら
お
そ
ら
く
は
臨
湘
侯
相
に
宛
て
ら
れ
た

｢

呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
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月
都
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史
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玉
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中
外
估
具
錢
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も
の
、
そ
し
て
メ
は
臨
湘
侯
相
の
指
令

(

君
教)

を
承
け
、
点
校
を
担
当
し
た
丞
以
下
、
諸
掾
吏
が
自
署
し
て

(

自
署
を

｢
｣

で
示
し

た
。
主
記
史
の
姓
の
栂
は
誤
り
で
、
正
し
く
は
梅)

再
度
臨
湘
侯
相
に
宛
て
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

(�)

。
こ
の
よ
う
に
白
文
書
は
い

ず
れ
も
臨
湘
侯
国
の
官
府
内
部
で
上
行
文
書
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
必
ず
し
も

｢

叩
頭
死
罪｣

と
か

｢

誠
惶

誠
恐
叩
頭
死
罪
死
罪｣

と
か
い
っ
た
丁
寧
語
を
伴
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
ミ
・
ム
の
よ
う
に
、
発
出
年
次
を
欠
き
、
月
日
だ
け
の
場

合
も
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
白
文
書
が
、
こ
れ
以
降
地
方
官
府
の
内
部
で
広
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
五
胡
時
代
の
ト
ゥ

ル
フ
ァ
ン
文
書
か
ら
も
う
か
が
え
る
が

(�)
、
本
牘
も
丁
寧
語
を
伴
い
な
が
ら
も
月
日
だ
け
を
記
す
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ミ
と
同
じ
体
裁

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

も
っ
と
も
ミ
の
場
合
、
勧
農
掾
か
ら
功
曹
史
に
宛
て
た
も
の
だ
っ
た
。
い
わ
ば
列
曹
の
上
位
に
あ
っ
た
功
曹
史
に
、
列
曹
に
準
じ
た

位
置
に
あ
っ
た
勧
農
掾
か
ら
送
達
さ
れ
た
わ
け
だ
か
ら

(�)
、
上
行
文
書
の
体
裁
が
採
用
さ
れ
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
本
牘

の
場
合
、
列
曹
の
一
つ
で
あ
る
金
曹
掾
に
宛
て
て
、
そ
の
外
局
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
都
市
史
か
ら
送
達
さ
れ
た
文
書
だ
っ
た
わ
け
で
、

そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
同
じ
よ
う
な
体
裁
の
白
文
書
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
本
牘
は
、
白
文
書
が
、
一
つ
の
官
府
の
内
部
に
お
け

る
上
行
文
書
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う

(�)
。

お

わ

り

に

以
上
、
本
稿
で
は
、
竹
簡

[

肆]

に
収
録
さ
れ
て
い
る

｢

呉
嘉
禾
六

(
二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣

に

つ
い
て
、
出
土
状
況
、
内
容
、
お
よ
び
形
式
に
分
け
て
検
討
し
て
き
た
。
出
土
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
第
一
節
の
最
後
に
、
な
ぜ
本
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牘
が
名
籍
簡
を
主
体
と
し
た
塊
に
混
在
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
保
留
し
て
お
い
た
が
、
最
後
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
通

し
を
述
べ
て
、
本
稿
を
結
び
た
い
。

名
籍
は
通
常
で
あ
れ
ば
、
県
に
相
当
す
る
臨
湘
侯
国
の
戸
曹
に
保
管
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
本
牘
は
、
都
市
史
か
ら
臨
湘

侯
国
の
金
曹
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
で
あ
り
、
表
題
簡
や
本
文
簡
と
と
も
に
一
括
さ
れ
て
金
曹
に
保
管
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

が
な
ぜ
同
じ
塊
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

石
原
遼
平
氏
に
よ
れ
ば
、
呉
簡
中
に
は
、
里
で
作
成
さ
れ
た
、｢

右｣

字
で
始
ま
る
集
計
簡
を
有
す
る
名
籍
と
、
こ
れ
を
基
礎
に
し

て
郷
で
作
成
さ
れ
た
、｢

凡｣
字
で
始
ま
る
集
計
簡
を
有
す
る
名
籍
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

[

石
原
二
〇
一
〇]

。
つ
ま
り
県
に
相

当
す
る
臨
湘
侯
国
に
は
二
種
類
の
名
籍
が
集
約
・
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
里
で
作
成
さ
れ
た
名
籍
ま
で
が
県
に
送
達
さ
れ
た
の

は
、
不
正
や
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
の
が
石
原
氏
の
考
え
だ
が
、
と
す
れ
ば
、
戸
下
奴
・
戸
下
婢
と
し
て
戸
ご
と
に
附
籍
さ
れ
て

い
る
私
奴
婢
に
関
し
て
も
、
最
新
か
つ
正
確
な
情
報
を
戸
曹
が
求
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
所

有
権
の
移
動
を
伴
う
私
奴
婢
の
売
買
は
、
生
死
や
逃
亡
と
同
じ
く
、
名
籍
に
修
正
を
施
す
事
由
と
な
り
う
る
。
本
牘
は
そ
の
よ
う
な
修

正
を
施
す
た
め
の
資
料
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
金
曹
に
保
管
さ
れ
て
い
た
本
牘
と
、
本

牘
を
送
り
状
と
し
て
い
た
表
題
簡
と
本
文
簡
と
が
、
戸
曹
に
転
送
さ
れ
、
名
籍
の
修
正
作
業
に
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(�)

。
こ
の

推
測
に
は
、
同
じ
塊
に
含
ま
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
名
籍
簡
が
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

モ
／□
里
戸
人
公
乘
文
舎
年
□
四

□
民

(

肆
一
七
四
一)

ヤ

妻
汝
年
十
六�
一

(

肆
一
七
二
六)

｢

呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣
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ユ

妻
汝
年��
一

(

肆
一
七
五
一)

ヨ

郡
子
女
汝
年
六
歳

(

肆
一
七
五
二)

モ
は
、
ウ
の
文
銭
と
同
姓
の
文
舎
の
名
籍
簡
、
ヤ
〜
ヨ
は
、
オ
の
依
汝
と
同
名
の
某
汝
の
名
籍
簡
で
あ
る
。
文
銭
は
士
身
分
な
の
で
、

モ
の
文
舎
と
同
じ
戸
を
構
成
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
し
、
ヤ
〜
ヨ
の
某
汝
は
い
ず
れ
も
戸
主

(

戸
人)

で
は
な
い
の
で
、
全
て
直

接
的
な
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
な
も
の
ば
か
り
だ
が
、
こ
れ
ら
陽
貴
里
の
名
籍
に
附
さ
れ
た
吏
・
民
が
売
り
手
と
な
っ
た
が
た

め
に
、
当
該
の
名
籍
か
ら
奴
婢
を
削
除
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
本
牘
や
関
係
の
竹
簡
が
一
括
し
て
保
存
さ
れ
、
や
が
て
一
括
し
て

廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
か
か
る
出
土
状
況
も
理
解
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ら
の
名
籍
簡
が
嘉
禾
五

(

二
三
六)

年
、

な
い
し
は
本
牘
と
同
じ
翌
六

(

二
三
七)
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
は

(�)
、
右
の
よ
う
な
推
測
を
補
強
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
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註

(

１)

本
牘
の
表
題
は
、
吐
魯
番
出
土
文
書
整
理
小
組
に
よ
る
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
文
書
の
定
名
方
法
に
従
っ
た
。
ま
た
本
牘
に
つ
い
て
は
、
竹

簡

[

肆]
[

整
理
組

(

編)

二
〇
一
一：

上
冊
凡
例]

と
、『
湖
南
長

沙
三
国
呉
簡』
[

宋

(

主
編)

二
〇
一
〇]

第
一
冊
に
、
カ
ラ
ー
写

真
が
収
録
さ
れ
て
お
り

(

後
者
の
表
題
は

｢

収
私
人
売
買
生
口
中
外

估
具
銭
書｣)

、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
。

(

２)

本
稿
は
、
平
成
二
一
〜
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤

研
究

(

Ａ)
｢

東
ア
ジ
ア
木
簡
学
の
確
立｣

(

研
究
代
表
者：

角
谷
常

子
奈
良
大
学
教
授
／
課
題
番
号
二
一
二
四
二
〇
二
三)

に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
本
稿
は
、
平
成
一
六
〜
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基

盤
研
究

(

Ｂ)
｢

長
沙
走
馬
楼
出
土
呉
簡
に
関
す
る
比
較
史
料
学
的

研
究
と
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化｣

(

研
究
代
表
者：

關
尾
／
課
題
番

号
一
六
三
二
〇
〇
九
六)

、
な
ら
び
に
平
成
二
〇
〜
二
三
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

(

Ａ)
｢

出
土
資
料
群
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
と
そ
れ
を
用
い
た
中
国
古
代
史
上
の
基
層
社
会
に
関
す
る
多
面

的
分
析｣

(

研
究
代
表
者：

關
尾
／
課
題
番
号
二
〇
二
四
二
〇
一
九)
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四
九

に
よ
り
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
。
伊
藤

敏
雄
氏
を
は
じ
め
、
作
成
を
担
当
さ
れ
た
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン

バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
、
な
ら
び
に
本
稿
作
成
に
あ
た
っ

て
貴
重
な
教
示
を
賜
っ
た
安
部
聡
一
郎
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(

３)

二
六
の
塊
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
と
簡
単
な
内
訳
に
つ
い
て
は
、
別

稿

[

關
尾

(

待
刊)]
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

４)

一
七
五
六
は
、｢
／□
□
里
…
…
丘
…
…｣

と
釈
読
さ
れ
て
お
り

(

編
綴
痕
を
有
す)

、
吏
・
民
の
所
属
単
位
で
あ
る
里
と
居
住
単
位
で

あ
る
丘
を
併
記
す
る
異
色
な
内
容
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

(

５)

雷
姓
は
、
東�
丘
を
中
心
に
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
姓
で
あ
る

[

満
田
二
〇
〇
一]

。

(

６)

た
だ
し
本
牘
に
は
売
買
価
格
の
合
計
が
一
九
万
銭
と
あ
る
の
に

對
し
、
ウ
・
オ
・
キ
三
枚
の
合
計
額
は
一
五
万
銭
に
し
か
な
ら
ず
、

こ
の
点
に
矛
盾
が
あ
る
が
、
理
由
に
つ
い
て
は
保
留
し
た
い
。

(

７)

写
真
か
ら
は
書
風
が
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
簡
の
長
さ
は
オ
が
カ
・

キ
よ
り
も
や
や
短
く
、
奴
婢
の
売
買
額
と
中
外
估
具
銭
と
の
比
率
か

ら
も
、
キ
と
カ
が
接
続
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
李
均
明
・
宋

少
華
両
氏
は
、
オ
と
カ
が
接
続
し
て
い
た
と
す
る

[

李
・
宋
二
〇
〇

七]

。
な
お
竹
簡

[

肆]

に
は
左
記
の
よ
う
な
竹
簡
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。／□

具
錢
一
萬
四
千
九
百
七
十
五
錢

(

肆
一
五
〇
二)

キ
と
カ
が
接
続
し
て
い
た
と
す
る
と
、
こ
れ
が
オ
と
接
続
し
て
い

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
エ
と
カ
が
簡
の
上
端
か
ら
書
写
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
句
末
を
下
端
に
合
わ
せ
て
お
り
、
か
つ

エ
・
カ
と
合
わ
せ
た

(

中
外
估)

具
銭
の
合
計
額
が
本
牘
の
一
万
九

千
を
大
幅
に
上
回
っ
て
し
ま
う
の
で
、
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
。

(

８)��
亞
氏
は
、
長
沙
呉
簡
で
は
、
私
奴
婢
が
戸
下
奴
・
戸
下
婢

と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
、
官
奴
婢
が
生
口
と
呼
ば
れ
た
と
す
る

[�
二
〇
〇
六

(�
二
〇
一
二)]

。
こ
の�
説
に
従
え
ば
、
こ
れ
は
官
奴

婢
の
売
買
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
名
籍
で
奴
婢
が
戸
下
奴
・
戸
下

婢
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
特
定
の
戸
に
附
籍
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、
売
買
に
よ
り
所
有
権
が
移
動
し
、
附
籍
が
完
了
し
て
い
な
い

段
階
で
は
、
こ
の
よ
う
な
呼
称
は
用
い
ら
れ
る
べ
く
も
な
い
。
本
稿

の
行
論
全
体
が�
氏
の
所
説
へ
の
批
判
で
あ
る
。

(

９)

イ
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
他
の
五
枚
に
つ
い
て
は
、

編
綴
箇
所
を
避
け
て
文
字
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
写
真
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。

(

10)

漢
代
の
簿
籍
に
関
す
る
理
解
に
つ
い
て
は
、
永
田
英
正
氏
の
成

果

[

永
田
一
九
八
九]

に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

(
11)

釈
文
は
、
写
真

[

編
委

(

編)

二
〇
〇
五：

一
九
五
頁]

を
参

照
し
て
修
正
を
施
し
た
。
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五
〇

(
12)�別
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
別
稿

[

關
尾
二
〇
一
三]

で
検
討
し

た
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

(

13)
編
綴
痕
の
下
に
は
文
字
が
な
く
、
最
初
か
ら
編
綴
箇
所
を
意
識

し
て
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

14)
『

竹
簡』

[
肆]

に
収
録
さ
れ
て
い
る
本
牘
以
外
の
四
枚
の
簡
牘

の
う
ち
、
少
な
く
と
も
三
九
〇
四

(

一)

、
四
五
二
三

(

一)

の
二

枚
は
、｢

爲
簿
如
牒｣
な
る
句
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
簿
籍
に
附
さ

れ
た
送
り
状
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
編
綴
痕
が
鮮
や
か

に
残
っ
て
い
る
。

(

15)

ク
の
場
合
、
そ
れ
自
体
が�別
だ
っ
た
の
で
、
単
独
で
保
存
さ
れ

る
こ
と
に
不
自
然
は
な
い
。
し
か
し
本
牘
の
場
合
、
報
告
書
と
し
て

の
側
面
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
な
ぜ
木
牘
が
使
わ
れ
た
の
か
、
な
お
疑

問
は
残
る
。
残
念
な
が
ら
大
き
さ
は
不
詳
だ
が
、
移
録
し
た
よ
う
に
、

本
牘
は
大
き
な
余
白
を
残
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
当
初
か
ら
報
告
に

対
す
る
判
語
が
書
き
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
こ
の
よ
う
な
木

牘
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
仮
説
の
域
を
出
る

も
の
で
は
な
い
。

(

16)

県
に
所
属
す
る
勧
農
掾
を
、
特
定
の
郷
を
担
当
す
る
が
ゆ
え
に
、

郷
吏
と
呼
ぶ
例

(

肆
四
三
一
五
、
四
三
一
六
、
四
三
二
七
、
四
三
四

一
な
ど
。
郷
吏
と
さ
れ
た
蔡
忠
は
、
平
郷
と
小
武
陵
郷
担
当
の
勧
農

掾
で
あ
っ
た)

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
吏
に
冠
さ
れ
る
行
政
単
位

は
必
ず
し
も
所
属
す
る
単
位
で
は
な
い
。

(

17)

以
下
の
六
枚
の
う
ち
、
チ
・
ツ
の
二
枚
の
写
真
と
録
文
に
つ
い

て
は
、[

宋

(

主
編)

二
〇
一
〇]

第
三
冊
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ

こ
で
の
表
題
は
、｢

收
佰
錢
簿｣

と
な
っ
て
い
る
。

(

18)

根
拠
と
な
る
の
は
、
左
の
竹
簡
で
あ
る
。

府
前
言
絞
促
市
吏
□
書
收
責
地�
錢
有
人
言
靖
叩
頭
叩
頭
死
罪

死
罪
案
文
書
輒
絞
促
□

(

壱
四
三
九
七)

(

19)

王
子
今
氏
は
宋
氏
の
理
解
を
支
持
す
る
が

[

王
二
〇
〇
六]

、

李
均
明
氏
は
地�
銭
の
納
入
者
に
大
男
や
大
女
に
混
じ
り
、
部
司
馬

や
郡
士
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
宋
氏
の
理
解
を
否

定
し
な
い
ま
で
も
、
や
や
懐
疑
的
で
あ
る

[

李
二
〇
〇
六]

。
な
お

郡
士
に
つ
い
て
は
、
註

(

24)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

20)

本
記
事
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
堀
敏
一
氏
に
よ
る
成
果

[

堀
一

九
八
七]

を
参
照
し
た
。

(

21)

実
際
に
は
、
估
銭
と
い
う
の
が
税
種
の
名
称
で
、｢

中
外｣

の

二
字
は
こ
れ
を
形
容
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
意
味
を
捕
捉
で
き
な

い
。
あ
る
い
は
出
入
と
同
義
で
、
売
り
手
と
買
い
手
双
方
と
い
う
意

か
。

(
22)

ウ
・
エ
が
接
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
中
外
做
具
銭
は
売
買
価
格

の
二
割
、
キ
・
カ
が
接
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
割
八
分
と
な
る

(
し
た
が
っ
て
こ
の
二
件
だ
け
で
も
、
総
額
の
一
万
九
千
の
う
ち
、
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五
一

一
万
七
千
に
達
し
て
し
ま
う
の
も
問
題
で
あ
ろ
う)

。
全
て
の
奴
婢

売
買
に
一
律
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

(

23)
西
北
地
方
の
事
例
だ
が
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
の

｢

前
秦
建
元

廿

(

三
八
四)

年
三
月
高
昌
郡
高
寧
縣
都
郷
安
邑
里
戸
籍｣

(0
6

�����
4�5�1�2)

[

榮
他

(

主
編)

二
〇
〇
八：

一
七
六
〜
一
七
九

頁]

に
は
、
奴
婢
や
田
土
の
所
有
権
の
移
動
が
註
記
さ
れ
て
い
る
。

内
訳
は
田
土
が
一
五
件
に
対
し
て
奴
婢
が
四
件
で
あ
る

(

馬
牛
は
な

し)

。
な
お
本
戸
籍
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿

[

關
尾
二
〇
〇
八]

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

24)

士
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
嘉
禾
四

(

二

三
五)

年
の
吏
民
田
家�別
に
よ
る
と
、
樸
丘
に
集
住
し
つ
つ
も
、
熟

田
に
課
せ
ら
れ
た
負
担
を
免
除
さ
れ
て
お
り
、
特
権
的
な
存
在
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
そ
の
本
質
を
、｢
読
書
人｣

と
す
る
理

解[

高
二
〇
〇
〇(

高
二
〇
〇
八)]
[

胡
二
〇
〇
一(
胡
二
〇
一
二)]

と
、
そ
れ
を
否
定
し
て
兵
士
と
す
る
理
解

[

張
二
〇
〇
七]
と
に
大

き
く
分
か
れ
て
い
る
。

(

25)

六
人
の
売
り
手
と
買
い
手
の
名
は
本
文
で
紹
介
し
た
簡
牘
以
外

に
は
見
ら
れ
な
い
。
わ
ず
か
に
都
市
史
の
唐
玉
が
、
嘉
禾
元

(

二
三

二)

年
の
賦
税
納
入
簡

(

貳
二
六
九)

に
長
坑
丘
に
居
住
す
る
吏
と

し
て
、
ま
た
年
次
未
詳
の
富
貴
里
の
名
籍

(

壱
四
七
二)

に
公
乗
の

戸
主

(

戸
人)

と
し
て
見
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

な
お
竹
簡

[

壱]

に
収
録
さ
れ
た
名
籍
簡
に
依
拠
し
て
、
陳
爽
氏

は
、
一
戸
当
た
り
の
奴
婢
所
有
は
一
人
と
い
う
の
が
一
般
的
な
ケ
ー

ス
だ
っ
た
と
し

[

陳
二
〇
〇
四]

、
于
振
波
氏
は
、
名
籍
簡
に
登
録

さ
れ
て
い
る
全
人
口
の
な
か
で
奴
婢
が
占
め
る
割
合
は
一
・
八
五
％

だ
っ
た
と
し
て
い
る

[

于
二
〇
〇
五

(

于
二
〇
〇
七)]

。

(

26)

鈴
木
氏
が
根
拠
と
し
た
の
は
、
里
耶
秦
簡
の
な
か
の
名
籍
簡

(

鈴
木
氏
は

｢

戸
籍
様
簡｣

と
呼
ぶ)

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
様

式
の
名
籍
簡
が
当
時
広
汎
に
作
成
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

(

27)
｢

後
漢
年
次
未
詳
簿
書
殘
碑｣

(

一
九
六
六
年
四
川
・�卑
県
犀
浦

二
門
橋
出
土)

に
、
五
人
の
奴
婢
で
計
二
〇
万
と
い
う
評
価
が
見
え

て
い
る

[

徐

(

主
編)

二
〇
〇
六：

第
二
冊
三
九
八
頁]

。
該
当
部

分
は
、｢

奴
□
□
□
□
生
婢
小
奴
生
并
五
人
直
廿
萬｣

(

第
八
行)

、｢

…
…

奴
立
奴
□
□
鼠
并
五
人
直
廿
萬｣

(

第
一
〇
行)

の
二
か
所
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
売
買
価
格
で
は
な
く
財
産
評
価
な
の
で
、
一
律
一

人
当
た
り
四
万
銭
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

な
お

｢

後
漢
永
建
三

(

一
二
八)

年
六
月
王
孝
淵
墓
碑｣

が
伴
出

し
て
い
る
た
め
か
、
丁
邦
友
氏
は
、
本
碑
の
紀
年
も
永
建
三

(

一
二

八)

年
と
し
て
い
る

[

丁
二
〇
〇
九]

。

(
28)

同
年
の
吏
民
田
家�別
は
紀
年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
っ

て
も
一
二
六
九
枚
に
上
る
が
、
旱
田
も
含
め
て
二
頃
以
上
の
田
土
を
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五
二

保
有
し
て
い
る
事
例
は
、
五
・
三
四
五

(

県
吏
松�
の
二
頃
三
三
畝

二
二
〇
歩)

と
、
五
・
一
〇
七
四

(�
喜
の
二
頃
一
八
畝)

の
わ
ず

か
二
枚
に
す
ぎ
な
い
。

(

29)

嚴
耕
望
氏
は
、『

晉
書』

巻
二
四
食
貨
志
の
記
事
か
ら
、
金
曹

は
、
晋
代
に
も
県
の
列
曹
の
一
つ
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る

[

嚴
一
九
六
三：
上
冊
三
四
一
頁]

。
漢
か
ら
晋
を
通
じ
て
設
置
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
呉
簡
に
は
、
金
曹
の
吏
と
し
て
金
曹
掾
・

金
曹
史
が
見
え
て
い
る

[
徐
二
〇
一
一]

。

(

30)

こ
の
ほ
か
、
呉
簡
に
は
市
掾
も
見
え
て
い
る
。

／□
□
已
出
五
十
萬
一
百
四
錢
付
市
掾
潘��
史
李
珠
市
嘉
禾
二
年

布

(

参
八
三
九
六)

(

31)

嚴
耕
望
氏
は
、
県
の
列
曹
と
し
て
金
曹
に
次
い
で
市
掾
を
掲
げ

る
が
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
近
年
、

新
た
な
出
土
資
料
を
博
捜
し
て
嚴
氏
の
成
果
を
補
訂
し
た
紙
屋
正
和

氏
も
金
曹
に
次
い
で
市
を
掲
げ
る
が

[

紙
屋
二
〇
〇
九：
五
六
五
頁

表
Ⅶ]

、
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
徐
暢
氏
は
、
前
註
に
掲
げ
た
参
八

三
九
六
簡
を
根
拠
に
し
て
、
金
曹
は
、
市
を
管
理
し
て

｢

市
場
税｣

を
徴
收
す
る
な
ど
の
業
務
に
お
い
て
、
市
掾
と
密
接
な
協
力
関
係
に

あ
っ
た
と
言
う
が

[

徐
二
〇
一
一]

、
両
者
の
統
属
関
係
に
つ
い
て

は
、
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。

(

32)

本
冊
書
の
性
格
と
内
容
に
対
す
る
理
解
に
つ
い
て
は
、
高
村
武

幸
氏
の
成
果

[

高
村
二
〇
〇
四]

に
負
っ
て
い
る
。

(

33)

以
下
に
掲
げ
る
五
枚
の
う
ち
、
ミ
以
下
の
三
枚
は
木
牘
だ
が
、

そ
の
写
真
は
、
ミ
が

[

西
林

(

監
修)

二
〇
〇
四]

、
ム
・
メ
が

[

宋

(

主
編)

二
〇
一
〇]

第
六
冊
・
第
五
冊
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

な
お
そ
こ
で
の
表
題
は
、
ミ
が

｢

倉
吏
領
受
租
税
襍
米
書｣

、
ム
が

｢

校
布
・
米
數
書｣

と
な
っ
て
い
る
。

(

34)

戸
品
出
銭
簡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
安
部
聡
一
郎
氏
に
よ
る
成

果

[

安
部
二
〇
一
一]

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

35)

ヘ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
高
村
武
幸
氏
の
成
果

[

高
村
二
〇
〇

四]

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

36)

図
録

[

宋

(

主
編)

二
〇
一
〇：

第
五
冊
二
八
頁]

は
、
最
後

の
文
字
を

｢

草｣

と
釈
読
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

｢�別｣

に
通
じ

る

｢�｣
と
解
釈
し
た
。
そ
の
直
上
の

｢

田
頃
畝
收
米
斛
數｣

こ
そ

は
吏
民
田
家�別
に
記
載
さ
れ
る
デ
ー
タ
だ
か
ら
で
あ
る

[

關
尾
二
〇

一
三]

。
嘉
禾
四
年
の
吏
民
田
家�別
の
場
合
、
田
戸
曹
史
に
よ
る
校

閲
日
は
吏
・
民
が
居
住
し
て
い
る
丘
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
が
、
嘉

禾
五
年
三
月
三
日
の
も
の
が
最
多
を
誇
っ
て
い
る[

關
尾
二
〇
〇
一]

。

こ
れ
ら
が
臨
湘
侯
相
の
指
令
に
よ
り
、
さ
ら
に
丞
以
下
の
点
校
を
経

た
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

(
37)

北
涼
政
権
時
代
に
高
昌
郡
の
兵
曹
掾
・
兵
曹
史
が
連
名
で
太
守

に
宛
て
た
上
行
文
書
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
白
文
書
だ
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五
三

が
、
も
は
や

｢

叩
頭
死
罪｣

・｢

誠
惶
誠
恐
叩
頭
死
罪
死
罪｣

と
い
っ

た
丁
寧
語
は
全
く
見
ら
れ
な
い

[

關
尾
二
〇
〇
九]

。

(

38)
功
曹
に
つ
い
て
は
、
嚴
耕
望
氏
の
み
な
ら
ず
、
紙
屋
正
和
氏
も

｢

綱
紀｣
の
筆
頭
に
置
い
て
い
る
が
、
勧
農
掾
に
つ
い
て
は

｢

列
曹｣

に
含
ま
せ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
位
置
づ
け
と
な
る
と
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
勧
農
掾
に
つ
い
て
は
、『

續
漢
書』

百
官
志
五
に
、｢

本
注

曰
、�
曹
略
如
郡
員
、
五
官
爲
廷
掾
、
監�
五
部
、
春
夏
爲
勸
農
掾
、

秋
冬
爲
制
度
掾｣

と
あ
り
、『
晉
書』

巻
二
四
職
官
志
に
、｢

郡
國
及

縣
、
農
月
皆
隨
所
領
戸
多
少
爲
差
、
散
吏
爲
勸
農｣

と
あ
る
の
が
、

ほ
と
ん
ど
全
て
だ
か
ら
で
あ
る
。

(

39)

呉
の
時
代
、
旧
来
の
表
現

｢

敢
言
之｣
を
含
む
上
行
文
書
は
も

は
や
同
一
の
官
府
内
部
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
断
言
す
る
だ

け
の
材
料
は
現
時
点
で
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
よ
り
も
略
式
と
も
言
う

べ
き
白
文
書
が
、
例
え
ば
郡
と
県
と
い
っ
た
よ
う
な
異
な
っ
た
官
府

間
で
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
。

(

40)

も
ち
ろ
ん
、
本
牘
も
表
題
簡
・
本
文
簡
も
正
文
で
は
な
く
、
写

し
で
あ
っ
た
可
能
性
が
充
分
に
予
想
さ
れ
る
。
売
買
価
格
と
中
外
估

具
銭
の
、
本
牘
と
本
文
簡
と
で
の
不
一
致
も
そ
れ
故
と
考
え
れ
ば
、

理
由
が
あ
る
程
度
説
明
で
き
る
が
、
写
真
か
ら
は
そ
の
正
否
は
確
認

で
き
な
い
。

(

41)

塊
Ⅰ
ｃ
１
①
に
含
ま
れ
る
名
籍
に
は
い
ず
れ
も
紀
年
が
な
く
、

造
籍
年
次
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
竹
簡

[

肆]

に
收
録
さ
れ
た
他

の
名
籍
簡
の
塊
、
例
え
ば
Ⅰ
ａ
①

(

簡
番
号
一
〜
二
二
五)

、
Ⅰ
ａ

②

(

二
二
六
〜
五
三
三)

、
Ⅰ
ａ
③

(

五
三
四
〜
六
五
三)

、
お
よ
び

Ⅰ
ａ
④

(

六
五
四
〜
七
九
四)

な
ど
は
い
ず
れ
も
嘉
禾
五

(

二
三
六)

年
と
翌
六

(

二
三
七)

年
の
名
籍
簡
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
賦
税

納
入
簡
の
場
合
も
や
は
り
Ⅰ
ｂ
①
、
Ⅰ
ｂ
②
、
Ⅰ
ｃ
１
②
、
Ⅰ
ｃ
２

①
、
お
よ
び
Ⅰ
ｃ
２
③
な
ど
塊
を
構
成
し
て
い
る
も
の
は
、
嘉
禾
元

(

二
三
二)

年
簡
に
集
中
し
て
い
る

(

唯
一
Ⅰ
ｃ
２
②
だ
け
は
、
翌

二

(

二
三
三)

年
簡
の
塊
で
あ
っ
た)

[

關
尾

(

待
刊)]

。
し
た
が
っ

て
、
Ⅰ
ｃ
１
①
の
塊
を
構
成
し
て
い
る
名
籍
簡
も
、
他
の
塊
を
構
成

し
て
い
る
名
籍
簡
と
同
じ
よ
う
に
、
嘉
禾
五
年
な
い
し
は
六
年
の
も

の
と
判
断
し
て
問
題
な
か
ろ
う
。

釈
文
・
図
録

(

筆
画
順)

中
国
簡
牘
集
成
編
輯
委
員
会

(

編
委)

二
〇
〇
五

(

編)
『

中
国
簡
牘
集
成』

第
一
三
冊
・
図
版
選
巻
上
、

敦
煌
文
芸
出
版
社
。

西
林
昭
一

二
〇
〇
四

(

監
修)

『

湖
南
省
出
土
古
代
文
物
展

｢

古
代
中
国
の

文
字
と
至
宝｣』

、
毎
日
新
聞
社
・(

財)

毎
日
書
道

会
。
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五
四

宋
少
華二

〇
一
〇

(

主
編)

『

湖
南
長
沙
三
国
呉
簡』

全
六
冊
、
重
慶
出

版
社
・
中
国
簡
牘
書
法
系
列
。

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所
・
中
国
文
物
研
究
所
・
北
京
大
学
歴
史
学
系

走
馬
楼
簡
牘
整
理
組

(

整
理
組)

一
九
九
九

(
編)

『

長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡

嘉
禾
吏
民
田
家�別』

全
二
冊
、
文
物
出
版
社
。

二
〇
〇
三

(

編)
『

長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡

竹
簡』
[

壱]

全
三

冊
、
文
物
出
版
社
。

長
沙
簡
牘
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
・
北
京
大
学
歴
史
学
系
走

馬
楼
簡
牘
整
理
組

(

整
理
組)

二
〇
一
一

(

編)
『

長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡

竹
簡』

[

肆]

全
三

冊
、
文
物
出
版
社
。

長
沙
簡
牘
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
・
北
京
大
学
歴
史
学
系
走
馬
楼

簡
牘
整
理
組

(

整
理
組)

二
〇
〇
七

(

編)
『

長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡

竹
簡』

[

貳]
全
三

冊
、
文
物
出
版
社
。

二
〇
〇
八

(

編)
『

長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡

竹
簡』

[

参]

全
三

冊
、
文
物
出
版
社
。

徐
玉
立二

〇
〇
六

(

主
編)

『

漢
碑
全
集』

全
六
冊
、
河
南
美
術
出
版
社
。

榮
新
江
・
李�
・
孟
憲
實

(

榮
他)

二
〇
〇
八

(

主
編)

『

新
獲
吐
魯
番
出
土
文
献』

全
二
冊
、
中
華

書
局
。

主
要
参
考
文
献

[

日
文
・
五
十
音
順]

安
部
聡
一
郎

二
〇
一
一

｢

走
馬
楼
呉
簡
中
所
見

｢

戸
品
出
銭｣

簡
の
基
礎
的

考
察｣

、
藤
田
勝
久
・
松
原
弘
宣

(

編)
『

東
ア
ジ
ア

出
土
資
料
と
情
報
伝
達』：

七
七
〜
九
九
頁
、
汲
古

書
院
。

石
原
遼
平

二
〇
一
〇

｢

長
沙
呉
簡
名
籍
考
―
書
式
と
出
土
状
況
を
中
心
に
―｣

、

『

中
国
出
土
資
料
研
究』

第
一
四
号：

五
九
〜
八
五

頁
。

紙
屋
正
和

二
〇
〇
九

｢

両
漢
時
代
に
お
け
る
郡
府
・
県
廷
の
属
吏
組
織
と

郡
・
県
関
係｣

、
同
氏

『

漢
時
代
に
お
け
る
郡
県
制

の
展
開』：

五
三
七
〜
五
九
五
頁
、
朋
友
書
店
。

鈴
木
直
美

二
〇
〇
二

｢

前
漢
初
期
に
お
け
る
奴
婢
と
戸
籍
に
つ
い
て｣

、
池
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五
五

田
雄
一

(

編)
『『

奏�
書』

―
中
国
古
代
の
裁
判
記

録
―』：

一
五
八
〜
一
七
二
頁
、
刀
水
書
房
。

二
〇
一
二

『

中
国
古
代
家
族
史
研
究
―
秦
律
・
漢
律
に
み
る
家

族
形
態
と
家
族
観
―』

、
刀
水
書
房
。

關
尾
史
郎

二
〇
〇
一

｢
長
沙
呉
簡
所
見

｢

丘｣

を
め
ぐ
る
諸
問
題｣

、『

嘉

禾
吏
民
田
家�別
研
究
―
長
沙
呉
簡
研
究
報
告
・
第
一

集
―』：
四
二
〜
五
四
頁
。

二
〇
〇
六

｢

長
沙
呉
簡
中
の
名
籍
に
つ
い
て
―
史
料
群
と
し
て

の
長
沙
呉
簡
・
試
論

(
二)

―｣

、『

唐
代
史
研
究』

第
九
号：

七
三
〜
八
七
頁
。

二
〇
〇
八

｢

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
新
出

｢
前
秦
建
元
廿

(

三
八
四)

年
三
月
高
昌
郡
高
寧
縣
都
郷
安
邑
里
戸
籍｣

試
論｣

、

『

人
文
科
学
研
究』

第
一
二
三
輯：
横
一
〜
一
九
頁
。

二
〇
〇
九

｢｢

五
胡｣

時
代
、
高
昌
郡
文
書
の
基
礎
的
考
察
―
兵

曹
関
係
文
書
群
の
検
討
を
中
心
と
し
て
―｣
、
土
肥

義
和

(

編)
『

敦
煌
・
吐
魯
番
出
土
漢
文
文
書
の
新

研
究』：

一
八
三
〜
二
〇
〇
頁
、(

財)

東
洋
文
庫
。

二
〇
一
三

｢

破�別
・
別�別
考
―
長
沙
呉
簡
を
例
と
し
て
―｣

、
藤

田
勝
久

(

編)
『

東
ア
ジ
ア
の
資
料
学
と
情
報
伝
達』

、

汲
古
書
院

(

刊
行
予
定)

。

(

待
刊)

｢

出
土
状
況
よ
り
み
た
賦
税
納
入
簡
―

『

長
沙
走
馬

楼
三
国
呉
簡

竹
簡』

[

肆]

所
收
簡
に
よ
る
試
論
―｣

(

投
稿
中)

。

高
村
武
幸

二
〇
〇
四

｢

長
沙
走
馬
楼
呉
簡
に
み
え
る
郷｣

、『

長
沙
呉
簡
研

究
報
告』

第
二
集：

二
四
〜
三
八
頁
。

二
〇
〇
九

｢

漢
代
文
書
行
政
に
お
け
る
書
信
の
位
置
付
け｣

、

『

東
洋
学
報』

第
九
一
巻
第
一
号：

一
〜
三
三
頁
。

永
田
英
正

一
九
八
九

｢

簿
籍
簡
牘
の
諸
様
式
の
分
析｣

、
同
氏

『

居
延
漢
簡

の
研
究』：

三
二
七
〜
四
〇
八
頁
、
同
朋
舎
出
版
。

堀

敏
一

一
九
八
七

｢

部
曲
・
客
女
身
分
成
立
の
前
提
―
六
朝
期
隷
属
民

の
諸
形
態
―｣

、
同
氏

『

中
国
古
代
の
身
分
制
―
良

と
賤
―』：

二
四
七
〜
二
八
一
頁
、
汲
古
書
院
。

満
田

剛
二
〇
〇
一

｢

長
沙
走
馬
楼
吏
民
田
家�別
に
見
え
る
姓
に
つ
い
て｣

、

『

嘉
禾
吏
民
田
家�別
研
究
―
長
沙
呉
簡
研
究
報
告

第

一
集
―』：

八
〇
〜
九
三
頁
。
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五
六

[
中
文
・
筆
画
順]

丁
邦
友二

〇
〇
九

『

漢
代
物
価
新
探』

、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

于
振
波二

〇
〇
四

『
走
馬
楼
呉
簡
初
探』

、
文
津
出
版
社
。

二
〇
〇
五

｢
略
論
走
馬
楼
呉
簡
中
的

｢

戸
下
奴
婢｣｣

、『

船
山
学

刊』
二
〇
〇
五
年
第
三
期：

八
二
〜
八
五
頁
。

二
〇
〇
六

｢

走
馬
楼
呉
簡
習
語
考
釈｣

、『

考
古』

二
〇
〇
六
年

第
一
一
期：
六
六
〜
七
三
頁
。

二
〇
〇
七

『

走
馬
楼
呉
簡
続
探』
、
文
津
出
版
社
。

王
子
今二

〇
〇
六

｢

長
沙
走
馬
楼
竹
簡�
地�
銭�
的
市
場
史
考
察｣

、

長
沙
市
簡
牘
博
物
館
・
北
京
呉
簡
研
討
班

(

編)

『

呉
簡
研
究』

第
二
輯：

二
三
二
〜
二
四
四
頁
、
崇

文
書
局
。

二
〇
一
一

｢

走
馬
楼
簡
所
見
未
成
年�
戸
下
奴��
戸
下
婢�｣
、

長
沙
簡
牘
博
物
館
・
北
京
大
学
中
国
古
代
史
研
究
中

心
・
北
京
呉
簡
研
討
班

(

編)
『

呉
簡
研
究』

第
三

輯：

一
二
三
〜
一
三
一
頁
、
中
華
書
局
。

王

素二
〇
〇
九

｢

長
沙
呉
簡
勧
農
掾
条
列
軍
州
吏
等
人
名
年
紀
三
文

書
新
探｣

、『

魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資
料』

第
二
五
輯：

一
〜
一
八
頁
。

宋

超二
〇
〇
四

｢

呉
簡
所
見�
何
黒
銭�・��
銭�
与�
地�
銭�

考｣

、
北
京
呉
簡
研
討
班

(

編)
『

呉
簡
研
究』

第
一

輯：

二
三
六
〜
二
四
八
頁
、
崇
文
書
局
。

二
〇
一
二

『

秦
漢
史
論
叢』

、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

李
均
明二

〇
〇
六

｢

走
馬
楼
呉
簡�
地�
銭�
考｣

、
卜
憲
群
・
楊
振
紅

(

主
編)

『

簡
帛
研
究』

二
〇
〇
四：

三
四
七
〜
三
五

三
頁
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
。

李
均
明
・
宋
少
華

(

李
・
宋)

二
〇
〇
七

｢《

長
沙
走
馬
楼
三
国
呉
簡
》
竹
簡

[

四]

内
容
解
析

八
則｣

、
中
国
文
物
研
究
所

(

編)
『

出
土
文
献
研
究』

第
八
輯：

一
八
二
〜
一
九
五
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
。

胡
平
生二

〇
〇
一

｢

嘉
禾
四
年
吏
民
田
家�別
研
究｣

、『

中
国
出
土
資
料

研
究』

第
五
号：

四
〜
二
一
頁
。

二
〇
一
二

『

胡
平
生
簡
牘
文
物
論
稿』

、
中
西
書
局
。

高

敏二
〇
〇
〇

｢《

嘉
禾
吏
民
田
家�別
》
中
的�
士�
和�
復
民�
質



｢

呉
嘉
禾
六

(

二
三
七)

年
四
月
都
市
史
唐
玉
白
收
送
中
外
估
具
錢
事｣

試
釈

關
尾
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五
七

疑
―
読
長
沙
走
馬
楼
簡
牘
札
記
之
四｣

、『

文
物』

二

〇
〇
〇
年
第
一
〇
期：

七
九
〜
八
四
頁
。

二
〇
〇
八

『

長
沙
走
馬
楼
簡
牘
研
究』

、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
。

徐

暢二
〇
一
一

｢
走
馬
楼
簡
所
見
孫
呉
臨
湘
県
廷
列
曹
設
置
及
曹
吏｣

、

長
沙
簡
牘
博
物
館
・
北
京
大
学
中
国
古
代
史
研
究
中

心
・
北
京
呉
簡
研
討
班

(

編)
『

呉
簡
研
究』

第
三

輯

(

前
出)：
二
八
七
〜
三
五
二
頁
。

張
文
杰二

〇
〇
七

｢

走
馬
楼
呉
簡
《
吏
民
田
家�別
》
中
的

｢

士｣｣

、『

興

大
歴
史
学
報』

第
一
八
期：
四
七
〜
六
二
頁
。

陳

爽二
〇
〇
四

｢

走
馬
楼
呉
簡
所
見
奴
婢
戸
籍
及
相
関
問
題｣

、
北
京

呉
簡
研
討
班

(

編)
『

呉
簡
研
究』
第
一
輯

(

前
出)

：

一
六
〇
〜
一
六
六
頁
。

��
亞二

〇
〇
六

｢

長
沙
走
馬
楼
呉
簡
所
見
奴
婢
雑
議｣

、『

首
都
師
範

大
学
学
報』

二
〇
〇
六
年
第
六
期：

一
〜
六
頁
。

二
〇
一
二

『

走
馬
楼
呉
簡
経
済
文
書
研
究』

、
国
家
図
書
館
出
版

社
。

嚴
耕
望一

九
六
一

『

中
国
地
方
行
政
制
度
史

秦
漢
地
方
行
政
制
度』

、

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
。

一
九
六
三

『

中
国
地
方
行
政
制
度
史

魏
晋
南
北
朝
地
方
行
政
制

度』

全
二
冊
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
。

(

附
記)

本
稿
校
正
中
に
、
伊
藤
敏
雄
氏
よ
り

｢

長
沙
呉
簡
中
の
生
口

売
買
と

｢

估
銭｣

徴
収
を
め
ぐ
っ
て｣

―

｢

白｣

文
書
木
牘
の
一
例

と
し
て
―｣

(『

歴
史
研
究』

第
五
〇
号
、
二
〇
一
三
年
三
月)

の
恵

贈
を
受
け
た
。
本
稿
で
も
取
り
上
げ
た
木
牘
に
つ
い
て
、
多
く
の
関

連
史
料
や
先
行
研
究
に
よ
り
な
が
ら
詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、

あ
わ
せ
て
参
照
願
い
た
い
。

(

新
潟
大
学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系
教
授)


